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3 東北大学大学院と連携を行う意義

2 背 景

11 構成と目的目 的

Ⅰ．目的と背景

1 目　的

体験を通じた学習を伴うツアーを意味し、民間企業の視察や発展途上国へのボランティア体験ツアー等

が含まれる。本調査におけるスタディツアーとは、大学院生が国内の地域に立地する企業等の施設の見

学や研修を目的として訪問するツアーのことを指す。

※１　スタディツアー

Ⅱ．概要

（1）事業の構成

①仙台科学技術体験ツアー 2011

②スタディツアー 2011

図表１　事業全体のフロー及び目的

実施行事 実施目的

■仙台科学技術体験ツアー 2011

場所：東北大学

平成 23 年 7 月 27 ～ 28 日

■事前勉強会

場所：東北大学

平成 23 年 8 月～ 10 月

■スタディツアー 2011

場所：六ヶ所村

平成 23 年 11 月 15 ～ 16 日

■スタディツアー 2011 報告会

場所：東北大学

平成 24 年 1 月 18日

Ⅰ．目的と背景 Ⅱ．概要

　村内の中学生を対象とし、平成23年7月27日、28日の2日間の行程で実施した。参加者数は、
泊中学校6名、第一中学校5名、第二中学校2名、千歳中学校4名の計17名で、東北大学青葉山キャ
ンパスにて開催した。

　東北大学大学院工学研究科技術社会システム専攻及び量子エネルギー工学専攻の教授等3名、
大学院生7名の計10名が六ヶ所村において平成23年11月15日、16日の２日間に渡り、スタディ
ツアーを実施し、平成24年1月18日に報告会を東北大学青葉山キャンパスにて開催した。

　東北地方においては、事業の廃業、産業空洞化による地域経済への疲労が懸念されており、地
域経済の活力を養うために新規産業の創造・育成を図り、新たな産業集積の形成を促進すること
や既存の産業施設に新たな機能（価値）を付与（創出）する必要に迫られている。
　このような中で、六ヶ所村には原子燃料サイクル施設、むつ小川原国家石油備蓄基地等が我が
国のエネルギー関連のプロジェクトとして集積立地し、また、環境科学技術研究所、国際核融合
エネルギー研究センターなどの立地に伴い産業に新たな価値を付与していくための機運が醸成し
つつある。
　本調査は、地域に存在する産業施設や産業集積を人的交流促進のための資源として捉え、産業
施設を核として地域外からの見学や研修等多様な交流人口を受け入れることで、地域活性化を促
進し、また、今後の地域活性化を支援する人的交流の促進及び人材育成を図ることを目的として
いる。

　平成 14 年度に国土交通省による調査研究「産業施設を利用した人的交流促進による地域活性化
調査」において、東北大学大学院工学研究科技術社会システム専攻の教授等・学生が六ヶ所村を
来訪し、立地企業をはじめとする既存の産業施設の視察等を行うスタディツアー※ 1 を実施した。
　翌年度からは、この取り組みを継続していく形で六ヶ所村と東北大学大学院技術社会システム
専攻が共同で当該事業を実施し、平成 17 年度からは、六ヶ所村の中学生を対象とした「仙台科学
技術体験ツアー（逆スタディツアー）」を並行して行っている。

　東北大学大学院工学研究科技術社会システム専攻は、工学と社会システムの融合を目指して平
成14 年に設立された組織であり、文理融合型の有機的連携に加え、外部の組織とも積極的に連携
し、時代の要請に応える人材の輩出を目指している。
　専門分野としては、工学と技術に関わる現代社会の複雑な諸問題を分析し、その解決策を総合
的な視点から生み出す考え方と方法を研究しており、技術関連の施設が多く立地する六ヶ所村にと
って、同専攻と連携することは地域運営において有意義である。

東北大学などの見学を通して、科学技術への興味づけ及

び将来に対する進路意識の高揚を図る。

学生はスタディツアーの成果をまとめ発表することで、
地域活性化について一層理解を深め、六ヶ所村の地域
活性化へとつながる策を考える。また、行政は学生か
らの提言を今後の施策に活かせるよう参考とする。

視察先及び研究内容について事前に情報収集、研究

を行うことで、スタディツアーに対する意義、認識

を高める。

六ヶ所村を中心とした地域・企業の視察と地域住民

との交流から、六ヶ所村への理解を深めてもらい、

学生の視点から地域活性化について考える。

六ヶ所村地域活性化支援調査事業1 六ヶ所村地域活性化支援調査事業 2
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1 仙台科学技術体験ツアーの開催日と実施内容

Ⅲ．仙台科学技術体験ツアー 20 1 1

図表２　仙台科学技術体験ツアー 2011 の概要

開催地

開催日

参加人数

実施内容

宮城県仙台市　東北大学青葉山キャンパス

平成 23 年 7 月 27 日（水）～ 28 日（木）

泊中学校 6名、第一中学校 5 名、第二中学校 2 名、千歳中学校 4 名

企画・防災部門職員 2 名、教育委員会職員2 名

計 21名

①開会式・オリエンテーション及びオープンキャンパス見学

②特殊授業「放射線裁判（光と影）」

③講義「放射線～身近な放射線から最新医療応用～」

④親睦会

⑤事前アンケートによる交流会

⑥ダイナミトロン実験装置（高速中性子実験室）見学

参加者

泊中学校 6名

赤石 悠太
上野 佑弥
川村 駿里
北村 航大
橋本 浩介
吉田 應平

秋戸 蛍
高橋 弥也
橋本 彪雅
橋本 理己
髙坂 亜衣梨

駒井 美咲
林 奈捺未

上野 祥
小泉 優花
沼端 未久
松橋 花寿奈

第一中学校 5 名 第二中学校 2 名 千歳中学校 4 名

図表３　仙台科学技術体験ツアー 2011 日程

Ⅲ．仙台科学技術体験ツアー 2011 Ⅲ．仙台科学技術体験ツアー 2011

2 仙台科学技術体験ツアー 20 1 1 の日程

日付 時刻 内容

7 月 27 日 
（水）

6:00 → 12:00 六ヶ所村　→　東北大学　移動

12:00 → 12:15 開会式・オリエンテーション（量子講義棟　大会議室）

12:15 → 13:00 昼食

13:00 → 15:15 オープンキャンパス　見学（5 グループ編成）

15:30 → 16:15 特殊授業「放射線裁判（光と影）」
 

 
16:20 → 17:05

講義「放射線～身近な放射線から最新医療応用～」

　量子エネルギー工学専攻　助教　藤原充啓

 
17:15 → 18:30 親睦会（キャンパス内広場）

7 月 28 日

（木）

9:00 → 10:25 事前アンケートによる交流会（量子講義棟　大会議室）

10:30 → 11:15 ダイナミトロン（高速中性子実験室）見学

12:00 → 13:00 昼食

13:00 → 18:00 仙台市　→　六ヶ所村　移動

六ヶ所村地域活性化支援調査事業3 六ヶ所村地域活性化支援調査事業 4
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六ヶ所村地域活性化支援調査事業5 六ヶ所村地域活性化支援調査事業 6

図表４　仙台科学技術体験ツアー 2011 のルート

43 仙台科学技術体験ツアー 20 1 1 の詳細仙台科学技術体験ツアー 20 1 1 のルート

場　　所　東北大学構内（青葉山キャンパス／量子講義棟　大会議室）

（１）1 日目　7 月 27 日（水）

①開会式・オリエンテーション及びオープンキャンパス見学

概　要

グループ構成

ロボット・宇宙グループ　4 名

小泉 優花
上野 祥

千歳中学校
千歳中学校

沼端 未久 千歳中学校
松橋 花寿奈

引率者：玉木 惟久

千歳中学校

材料グループ　3 名

髙坂 亜衣梨
駒井 美咲
林 奈捺未

引率者：櫻庭 大樹

第一中学校
第二中学校
第二中学校

建築（その他）　6 名

赤石 悠太
上野 佑弥
川村 駿里

泊中学校
泊中学校
泊中学校

北村 航大 泊中学校
橋本 浩介 泊中学校
吉田 應平

引率者：八島 渉

泊中学校

化学・バイオグループ　2 名

秋戸 蛍
橋本 理己

引率者：會川 翔

第一中学校
第一中学校
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開会式・オリエンテーション及びオープンキャンパス見学
特殊授業「放射線裁判（光と影）」
講義「放射線～身近な放射線から最新医療応用～」　
親睦会

5 事前アンケートによる交流会
6 ダイナミトロン（高速中性子実験室）見学

※今回は全て東北大学青葉山キャンパスにて実施した。

Ⅲ．仙台科学技術体験ツアー 2011 Ⅲ．仙台科学技術体験ツアー 2011

電気・通信グループ　2 名

橋本 彪雅
高橋 弥也

引率者：合田 康之

第一中学校
第一中学校

　参加者を希望するテーマ別5グループに分け、各グループを大学院生が引率し、オープンキャ
ンパスを見学する。グループ分けは、参加者がそれぞれ興味を持つテーマを選択する手法とし
た。様々な研究室を訪ね、科学の楽しさや面白さを実感することで、科学技術への興味づけ及
び進路意識の高揚を図るという視点で実施した。
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図表４　仙台科学技術体験ツアー 2011 のルート
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建築（その他）グループ オープンキャンパス見学風景

ロボット・宇宙グループオープンキャンパス見学風景 ロボット・宇宙グループオープンキャンパス見学風景

ロボット・宇宙グループオープンキャンパス見学風景 材料グループオープンキャンパス見学風景

開会式、高橋准教授によるオリエンテーション、オープ
ンキャンパスの説明

開会式、高橋准教授によるオリエンテーリング、オープ
ンキャンパスの説明

ロボット・宇宙グループ 材料グループ

化学・バイオグループ 電気・通信グループ
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電気・通信グループオープンキャンパス体験
（電気のしくみ）

電気・通信グループオープンキャンパス見学風景

電気・通信グループオープンキャンパス体験
（光の伝わり方）

建築（その他）グループオープンキャンパス見学風景

建築（その他）グループオープンキャンパス体験
（フライトシミュレーション）

建築（その他）グループオープンキャンパス体験
（電子顕微鏡の性能）

材料グループオープンキャンパス体験（磁石） 材料グループオープンキャンパス体験（洋服の素材）

化学・バイオグループオープンキャンパス体験
（化学変化）

化学・バイオグループオープンキャンパス体験
（バイオ技術）

化学・バイオグループオープンキャンパス体験
（化学変化）

化学・バイオグループオープンキャンパス見学風景
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場　　所　東北大学構内（青葉山キャンパス／工学研究科研究棟内　第一講義室）
開催時間　15:30 ～ 16:15

②特殊授業

目　的

　放射線の役割について学ぶ
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演　題

　「放射線裁判（光と影）」
　大学院生たちが、演劇形式で放射線についてわかりやすく解説する

内　容

　怪盗Ｘ（放射線）が逮捕された。被告となった怪盗Ｘは有罪（悪いもの）なのか無罪（良いもの）な
のか、放射線の性質や特性を踏まえて検察側と弁護側が法廷で物議を交わす。その結果、放射線（怪
盗Ｘ）は、取扱線量を守り使用すれば医療等人類のためによく働いてくれるもの（役に立つ）として
無罪となった。

【演劇出演者】東北大学大学院　量子エネルギー工学専攻　12名

大学生演劇による「放射線裁判」 「放射線裁判」を聴衆

「放射線裁判」を聴衆 「放射線裁判」を聴衆

「放射線裁判」を聴衆 大学生演劇による「放射線裁判」藤原助教から特殊授業についての説明 藤原助教から放射線についての説明
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六ヶ所村地域活性化支援調査事業13 14六ヶ所村地域活性化支援調査事業

場　　所　東北大学構内（青葉山キャンパス/量子講義棟　大会議室）
開催時間　16 : 20～17 : 05

③藤原充啓助教　講義「放射線～身近な放射線から最新医療応用～」

目　的

出　席　者

　六ヶ所村職員、六ヶ所村中学生

放射線、放射能について知ってもらう

内　容

放射線～身近な放射線から最新医療応用～
（1）自然放射線から受ける線量
　　人間が自然放射線から受ける線量は、一人当たり年間2.4ミリシーベルト。
　　（2000年国連放射線影響科学委員会報告）
（2）放射線の種類
　　①エネルギーの高い電磁波（Ｘ線、ガンマ線、放射光）
　　②電荷を持った極めて小さい粒子の流れ。
　　　（アルファ線、ベータ線、電子線、陽子線、重イオンビーム）
　　③電荷を持たない極めて小さい粒子の流れ（中性子線）
（3）放射線の透過力
　　各放射線（アルファ線、ベータ線、ガンマ線、中性子線）の透過力の違いと比較。
（4）放射線、放射能、放射性物質、放射性核種
　　①電球 → 放射性物質。
　　②光 → 放射線。
　　③フィラメント → 放射性核種（RI）。
　　④電球が光を出す割合、確率 → 放射能。
（5）半減期…放射能が半分になるまでの時間
　　①1半減期を過ぎると元の量の1/2になる。
　　②2半減期を過ぎると元の量の1/4になる。
　　③10半減期を過ぎると元の量の1/1024になる。
（6）放射能と放射線の単位。
　　①ベクレルとは…1秒間に1個の原子が他の原子に変わるとき、放射能は1ベクレル。
　　②シーベルトとは…放射線が人間の体に与える影響の程度。
（7）自然に存在する放射性物質について
　　①どんなものに含まれているのか？
　　②どうして含まれているのか？
　　③どのくらいあるのか？
（8）日常生活と放射線
　　・放射線は細胞のDNAを傷つけるが、自然に存在する放射線のレベルでは問題ない。
　　・人間を含め生物は放射線によるDNA損傷を修復できる能力を持っている。
　　・身近な放射線利用の例。

※講義においての実験では、放射能崩壊模擬キットを使い、120個のサイコロをふって「1」が出た
ら放射線が出て安定になったということで取り除くという行動を繰り返し、全体数量においてＸ軸
（回数）とＹ軸（残ったサイコロの数量）の相関図を図っていく実験をおこなった。

藤原充啓助教による「放射線」講義 藤原充啓助教による「放射線」講義

藤原充啓助教による「放射線」講義 「放射線」講義聴衆

放射線崩壊模擬キットによる実験 放射線崩壊模擬キットによる実験
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場　　所　東北大学　青葉山キャンパス内広場

④親睦会

大学生との親睦 大学生活について教えてもらう

大学生活について教えてもらう ツアーのお礼を述べる中学生代表（高橋弥也君）

ツアーのお礼を述べる中学生代表（高橋弥也君） 藤原助教　閉会あいさつ

高橋准教授　あいさつ 高橋准教授　乾杯の音頭

高橋准教授と乾杯 大学生との親睦

大学生との親睦 大学生との親睦

六ヶ所村地域活性化支援調査事業15 16六ヶ所村地域活性化支援調査事業
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場　　所　東北大学構内（青葉山キャンパス/量子講義棟　大会議室）
開催時間　9:00 ～ 10:25

⑤事前アンケートによる交流会

内　　容

 

仙台科学技術体験ツアーの１ヶ月前に参加する中学生に対して、
下記５つの質問形式のアンケート調査を行った。

　1.　現在の科学技術で「不思議だな」とか「どうなっているのだろうか」とか
　　　「詳しく知りたいな」と思うこと。  
　2.　将来、現実的にこんなものがあれば世の中が便利になるだろうなと思うことは？  
　3.　あなたは将来どのような職業に就きたいと考えていますか？  
　4.　あなたが大学に進学するとしたら、どんな勉強をしたいと思いますか？  
　5.　大学生および大学院生に聞いてみたいことは？

これらに対して、それぞれ大学院生から次のような回答をいただいた。

　1.　「LEDランプが光る仕組みとソーラー発電の仕組み」

　　　大学院生　稲塚 卓也さん

講　師　高橋信准教授、藤原充啓助教
　　　　大学院生

（２）２日目　7 月 28 日（木）

大学院生による回答

六ヶ所村地域活性化支援調査事業17 18六ヶ所村地域活性化支援調査事業



Ⅲ．仙台科学技術体験ツアー 2011 Ⅲ．仙台科学技術体験ツアー 2011

場　　所　東北大学構内（青葉山キャンパス/量子講義棟　大会議室）
開催時間　9:00 ～ 10:25

⑤事前アンケートによる交流会

内　　容

 

仙台科学技術体験ツアーの１ヶ月前に参加する中学生に対して、
下記５つの質問形式のアンケート調査を行った。

　1.　現在の科学技術で「不思議だな」とか「どうなっているのだろうか」とか
　　　「詳しく知りたいな」と思うこと。  
　2.　将来、現実的にこんなものがあれば世の中が便利になるだろうなと思うことは？  
　3.　あなたは将来どのような職業に就きたいと考えていますか？  
　4.　あなたが大学に進学するとしたら、どんな勉強をしたいと思いますか？  
　5.　大学生および大学院生に聞いてみたいことは？

これらに対して、それぞれ大学院生から次のような回答をいただいた。

　1.　「LEDランプが光る仕組みとソーラー発電の仕組み」

　　　大学院生　稲塚 卓也さん

講　師　高橋信准教授、藤原充啓助教
　　　　大学院生

（２）２日目　7 月 28 日（木）

大学院生による回答

六ヶ所村地域活性化支援調査事業17 18六ヶ所村地域活性化支援調査事業



Ⅲ．仙台科学技術体験ツアー 2011Ⅲ．仙台科学技術体験ツアー 2011

　2.　「冷蔵庫と羽のない扇風機の仕組みについて」
　　　大学院生　越 康彦さん

　　

　3.　「DNA調査による個人情報の摘出」
　　　大学院生　櫻庭 大樹さん

　　

大学院生による回答
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大学院生による回答

　4.　「環境に優しい微細藻類バイオマス燃料」「環境に優しい自動車」
　　　大学院生　小野 貴弘さんと依田 和大さん
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大学院生による回答

大学院生による回答

　5.　「ユニバーサルデザインを取り入れた製品」
　　　大学院生　玉木 惟久さん
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大学院生による回答 アンケート回答を聴衆する中学生高橋准教授による回答

　6.　「宇宙エレベーターって実現できるの？」
　　　高橋 信准教授
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5 参加中学生によるツアー感想文

泊中学校　吉田　鷹平

「オープンキャンパスについて」
　僕は大学生の方、１人と泊の６人と一緒にオープンキャンパスを見学しました。僕達の班は建

設を中心に見学しました。見学しているときに体験した事がオープンキャンパスの一番の思い出

です。特に印象に残っている事は二つあります。一つ目は飛行機のフライトの実験です。やって

みて思った事は体験フライトの操作でも難しいのに本物はどれだけ難しいのかと感じました。自

分たちにとっていい体験になりました。二つ目はテトラポットを作った事です。テトラポットの

作り方がわかりました。でもあんな大きいのを作るのは大変だと感じました。オープンキャンパ

スを見学して為になった事が沢山あって良かったです。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　今回の科学技術体験ツアーに参加して学んだ事が沢山ありました。なにより一番自分のために

なった勉強は事前アンケートによる大学生との交流会です。大学生の方々が僕達にとてもわかり

やすい説明をしてくれてとても自分の為になりました。特に印象に残った説明は「ＬＥＤ」につ

いてです。そういうしくみが初めてわかりました。今回の科学技術体験ツアーに参加してとても

いい勉強になりました。

泊中学校　川村　駿里

「放射線の授業について」
　大学生のお兄さんたちが真剣に教えてくれました。とても聞きやすくて、すごく優しかったで

す。今回の授業のおかげで放射線に興味をもてることが出来ました。

「科学技術ツアーに参加して」
　六ヶ所村役場の人も大学生もすごく優しくて、すごく心強かったです。この２日間安心する事

が出来ました。楽しかったです。

泊中学校　赤石　悠太

「オープンキャンパス」
　オープンキャンパスは案内してくれた人のおかげで良くわかりました。テトラを作る方法が面

白かった。仙台で勉強できて良かったです。

「科学技術体験ツアー」
　参加して初めてわかったことは色々ありました。Ｘ線の裁判は為になりました。大学に通ってみ

たいと思っています。

泊中学校　橋本　浩介

「サイクロトロン」
　大学生がとてもやさしくて、教え方が上手でした。僕も将来、このような関係の仕事につきた

いと思います。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　出発する前は不安だったけど、役場の人、大学生がすごくやさしかったので安心しました。今

後このような機会があれば参加したいと思います。

泊中学校　上野　佑弥

「放射線裁判」
　放射線裁判はＸ線が、ガンに害にあるものなのか、ないものかという内容でした。言っている

事は、あまり分かりませんでしたが、マジックとかいっぱいあって面白かったです。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　科学技術体験ツアーに参加して、僕は色んな事を学べました。めずらしい機械とか、色々な原

理の説明とかを聞けて良かったです。

泊中学校　北村　航大

「事前アンケート」
　大学生一人ひとりの説明に説得力がありすごいと思いました。とてもわかりやすくて、すぐに

頭に入りました。ツアーに参加して良かったと思います。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　体験ツアーに参加して面白かった事は、Ｘ線裁判です。とても面白く感動しました。こういう風

な体験を無料で体験させていただき感謝しています。ありがとうございました。
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第一中学校　秋戸　蛍

「オープンキャンパス」
　オープンキャンパスでは大学生の合川さんと化学バイオの見学に行きました。勉強のレベルが

たかすぎて何を言っているのか分からなかったけど、目標を持つことが出来ました。それは勉強

の内容がわかるようにするということです。化学バイオはいろんな面で一番難しいのでがんばっ

て勉強したいです。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　最後に行った放射線を見る機械で日本に１台しかない機械を見ることができました。また倉庫

の中にある機械の総額は13億と言っていました。一番面白かったのは放射線裁判です。頭に入っ

た所と、入らなかった所はありましたが、劇をやってくれたので分かりやすかったです。

第一中学校　高橋　弥也

「放射線裁判」
　最初、僕は「放射線裁判」と聞いて、どういうことをするのか分かりませんでした。行ってみ

ると、校外学習で裁判所を見学した時と同じような部屋で実際と同じように被告人や弁護士がい

ました。大学生は僕達が興味をさらにもてるように裁判の中に笑いをいれてくれて最後まで楽し

んで放射線について学ぶことが出来ました。放射線というのは使い方を間違えると危険なもので

すが、きちんとした使い方を学べば非常に役に立ち、人の為になるという事がわかりました。実

際レントゲンやＣＴスキャンなど役立っているのでさらに発展を期待したいです。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　僕がこの科学技術体験ツアーに参加した理由にまず単純に「東北一」といわれる大学をみてみ

たかった事とどういった内容の活動をしているか知りたかったからです。実際行って僕は電気・

通信の分野を見聞してまわりました。特に電気は難しいことばかりで僕はその中で熱伝導に関心

を持ち話を聞いていました。普段家庭に送られている電気のうち約2、3割は熱になり、送電はど

うしても効率が悪くなります。しかし超伝導はその名の通り “超 ”  が付くくらいで、ある一定の温
度になると超伝導となり電気が100％無駄なく変換されます。今の技術では、これを全国に取り

付けるには技術が足りないようですが、一つのものに自分で研究するのはすごいことだと思いま

した。

第一中学校　橋本　理己

「事前アンケートによる交流会について」
　事前アンケートによる交流会では、みんながアンケートで質問していたことを大学院生や先生

が分かりやすく説明してくれました。僕の質問した「羽根のない扇風機はどうやって風をだすの

か？」という質問では、円いところの下の台にある羽根が入っていてそこから空気を吸いこみ、

吸い込んだ空気の15倍の風を吐き出しているということが分かりました。印象に残った事は今の

技術で「鉄腕アトムは作れるか」という質問です。今の技術では鉄腕アトムのような10万馬力の

力やマッハ５で空を飛べるということが分からないことがわかりました。でも今の技術では体の

一部にマシンがこのような武器を装着できることが出来るし、もっと先になればアトムを作れる

かもしれないということなので作れるならば、作ってみたいと思いました。

第一中学校　橋本　彪雅

「放射線について」
　僕は放射線と放射能は同じものだと思っていましたが、放射線の話を聞いた時に放射能は放射

線になりかけているなどと、自分の知らない放射線がありました。また、放射線はとても危険な

ことが分かったし、３月11日の東日本大震災での福島原発での事故はとても大変なこともわかり

ました。講義の中で印象に残っている事は、身の回りの食べ物や普段使っている様々な物にも放

射線がついていてとてもびっくりしました。放射線は使い方さえ間違わなければ、ものすごく便

利なものにもなるので、この話を聞いてみて、とてもためになりました。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　この科学技術体験ツアーでは、まず東北大学の広さにびっくりしたし、皆さんがとても熱心に

教えてくれたということです。僕は電気・通信のグループで、ゲーム機械の中に入っているチッ

プの作り方や超電磁放などがわかりました。その中でも特に印象に残っているのは、電気の力だ

けで磁石のジェットコースターを完成させたいということです。

　これは、ここに行く前はあまり期待はしていませんでしたが、いざジェットコースターを動か

してみると速くて音が全然しないということです。他にはダイナミトロン実験装置というとても

大きい装置があり、さらに日本に３台しかないというところにも驚きました。東北大学には機会

があればもう一度行きたいと思いました。
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かもしれないということなので作れるならば、作ってみたいと思いました。
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「科学技術体験ツアーに参加して」
　今回の科学技術体験ツアーでは、各チームに分かれてキャンパスを見学しました。僕は化学バ

イオの班として、キャンパス内を見学しました。この班では特に石油から物を作るだけではなく、

違う物質で物を作ることができないかという事を主にやりました。

　この他に香りを嗅ぎ分けるということをやりました。これでは臭いを嗅ぎ分けることができた

ので自分の鼻に自信が持てました。放射線裁判が面白かったです。みんなの演技がとてもうまく、

わかりやすく説明していて良かったです。二日目のアンケートによる交流会ではみんながアンケー

トで書いた質問をわかりやく説明していただき自分が質問したことについて良く分かったので良

かったです。体験ツアーはためになり参加して良かったです。

第一中学校　髙坂　亜衣梨

「サイクロトロンの見学について」
　サイクロトロンの見学は、残念ながら時間がなくて出来ませんでしたが、私が特に印象に残っ

ているのはマイクロビーム（ミクロン領域での元素分析・加工）装置の見学です。日本に数える

ほどしかない装置を真近で見ることができて、とても良い経験となりました。

　またダイナミトロンの実験装置（高速中性子実験）はとても大きくて圧倒されました。中を覗

くことことができたようですが、私は身長が足りなくて見ることができなくて残念でした。消防

車のような色が印象的です。

　サイクロトロンの見学については残念でしたが他の面で沢山の学習をする事が出来たので良

かったです。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　今回の科学技術体験ツアーでは、身の回りにある沢山の色々な科学を知ることができました。

知っているようで知らない放射線、放射能、放射能汚染のことや、グループ別の活動にて学んだ

材料系のことなど、思っていたよりも知らないことが沢山あって、とても驚きました。お世話に

なった大学院生の方にも青森県出身の人がいたりして、とても親しみやすかったです。今回のツ

アーが面白かったので高校生になってもまた来たいです。

第二中学校　駒井　美咲

「オープンキャンパスについて」
　大学内を案内してくれた桜庭大樹さんはとても優しく、おもしろかったです。その他の場所で

もたくさんの大学院生たちが案内したりしてくれました。その中で私がおもしろかったのは、イ

クラ作りと、うそ発見機です。イクラ作りは「食べれるけどおいしくないイクラ」ということで、

液体を注射器の中に入れて水の中にその液体を入れると長い糸こんみたいなものができてとても

おもしろかったです。うそ発見機では、ななみさんがうそをつく役で、私と一中のあいりさんは

見抜く役でした。とても見抜くことは難しかったです。大学内で、いろいろな実験などをしてと

ても参考になりました。大学に入ってみたいという気持ちがより強まりました。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　今回、私がこのツアーに参加して、まず大学内がとても広いことにびっくりしました。大学内

には色々な学科があり、すごかったです。オープンキャンパスの見学では、いろいろな所へ連れ

て行ってくれて、とても楽しいことばかりでした。特に「うそ発見機」を体験し、この機械を発

明した人はとてもすごいなと実感しました。

　科学技術体験ツアーでは、勉強することが多かったですがとても楽しい日々を過ごせたと思

います。

第二中学校　林　奈捺未

「放射線裁判について」
　今日、大学生・大学院生の方々に、劇を通して放射線の話を分かりやすく教えていただき楽し

く学べました。まず、私が初めて聞き驚いたことは、人間が１秒に7,000ミリヘクタールの放射線

を受けると死んでしまうということでした。逆に人間は毎日放射線を受けており、そして20ミリ

ヘクタールほど放射線をあびていることにも驚きました。

　私は、怪盗Ｘを無罪にしたいと思います。Ｘ線は、安全にルールを守って使えば害はないし、１秒

に一気にあびるということもそうはないので、このまま使い続けてもいいと思います。今日の放射

線裁判の劇はとても楽しく勉強になりました。

六ヶ所村地域活性化支援調査事業31 32六ヶ所村地域活性化支援調査事業



Ⅲ．仙台科学技術体験ツアー 2011Ⅲ．仙台科学技術体験ツアー 2011

「科学技術体験ツアーに参加して」
　今回の科学技術体験ツアーでは、各チームに分かれてキャンパスを見学しました。僕は化学バ

イオの班として、キャンパス内を見学しました。この班では特に石油から物を作るだけではなく、

違う物質で物を作ることができないかという事を主にやりました。

　この他に香りを嗅ぎ分けるということをやりました。これでは臭いを嗅ぎ分けることができた

ので自分の鼻に自信が持てました。放射線裁判が面白かったです。みんなの演技がとてもうまく、

わかりやすく説明していて良かったです。二日目のアンケートによる交流会ではみんながアンケー

トで書いた質問をわかりやく説明していただき自分が質問したことについて良く分かったので良

かったです。体験ツアーはためになり参加して良かったです。

第一中学校　髙坂　亜衣梨

「サイクロトロンの見学について」
　サイクロトロンの見学は、残念ながら時間がなくて出来ませんでしたが、私が特に印象に残っ

ているのはマイクロビーム（ミクロン領域での元素分析・加工）装置の見学です。日本に数える

ほどしかない装置を真近で見ることができて、とても良い経験となりました。

　またダイナミトロンの実験装置（高速中性子実験）はとても大きくて圧倒されました。中を覗

くことことができたようですが、私は身長が足りなくて見ることができなくて残念でした。消防

車のような色が印象的です。

　サイクロトロンの見学については残念でしたが他の面で沢山の学習をする事が出来たので良

かったです。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　今回の科学技術体験ツアーでは、身の回りにある沢山の色々な科学を知ることができました。

知っているようで知らない放射線、放射能、放射能汚染のことや、グループ別の活動にて学んだ

材料系のことなど、思っていたよりも知らないことが沢山あって、とても驚きました。お世話に

なった大学院生の方にも青森県出身の人がいたりして、とても親しみやすかったです。今回のツ

アーが面白かったので高校生になってもまた来たいです。

第二中学校　駒井　美咲

「オープンキャンパスについて」
　大学内を案内してくれた桜庭大樹さんはとても優しく、おもしろかったです。その他の場所で

もたくさんの大学院生たちが案内したりしてくれました。その中で私がおもしろかったのは、イ

クラ作りと、うそ発見機です。イクラ作りは「食べれるけどおいしくないイクラ」ということで、

液体を注射器の中に入れて水の中にその液体を入れると長い糸こんみたいなものができてとても

おもしろかったです。うそ発見機では、ななみさんがうそをつく役で、私と一中のあいりさんは

見抜く役でした。とても見抜くことは難しかったです。大学内で、いろいろな実験などをしてと

ても参考になりました。大学に入ってみたいという気持ちがより強まりました。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　今回、私がこのツアーに参加して、まず大学内がとても広いことにびっくりしました。大学内

には色々な学科があり、すごかったです。オープンキャンパスの見学では、いろいろな所へ連れ

て行ってくれて、とても楽しいことばかりでした。特に「うそ発見機」を体験し、この機械を発

明した人はとてもすごいなと実感しました。

　科学技術体験ツアーでは、勉強することが多かったですがとても楽しい日々を過ごせたと思

います。

第二中学校　林　奈捺未

「放射線裁判について」
　今日、大学生・大学院生の方々に、劇を通して放射線の話を分かりやすく教えていただき楽し

く学べました。まず、私が初めて聞き驚いたことは、人間が１秒に7,000ミリヘクタールの放射線

を受けると死んでしまうということでした。逆に人間は毎日放射線を受けており、そして20ミリ

ヘクタールほど放射線をあびていることにも驚きました。

　私は、怪盗Ｘを無罪にしたいと思います。Ｘ線は、安全にルールを守って使えば害はないし、１秒

に一気にあびるということもそうはないので、このまま使い続けてもいいと思います。今日の放射

線裁判の劇はとても楽しく勉強になりました。

六ヶ所村地域活性化支援調査事業31 32六ヶ所村地域活性化支援調査事業



Ⅲ．仙台科学技術体験ツアー 2011Ⅲ．仙台科学技術体験ツアー 2011

千歳中学校　上野　祥

「放射線の授業について」
　放射線の授業では、今まで知らなかったことを知ることができました。

　例えば今までは放射線は悪いものだと思っていたけど、２日間で放射線は私たちの生活になく

てはならないものだということが分かりました。これからも放射線をより良く使えるようになっ

ていけばいいなと思いました。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　科学技術体験ツアーに参加して、初めて東北大学に行きました。東北大学は、思った以上に広

くてびっくりしました。

　大学生の話を聞いて、大学では自分の学びたいことを、やりたいだけやれるということを知り

ました。今回の体験ツアーに参加し、２日間でいろいろなことを知り、とてもいい経験が出来て

良かったです。

千歳中学校　小泉　優花

「質問に対して」
　今回は初めての体験だったのでたくさん学ぶことがありました。私が出した質問は、今の技術

で鉄腕アトムは作れないとは思っていたんですが、おもしろい質問だったので、出してみました。

アトムは、すごい力を持っていて地球１周するのにすごい速さで帰ってこれるというのを聞いて

すごいと思いました。でも作れないと聞いて少し残念でした。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　私は前から大学に行きたいと思っていました。大学はどんなところなのか、また何をするのか

気になっていました。

　科学技術体験ツアーで、大学というところを知ることができました。自分の将来の夢とは少し

違っていましたが、大学生や大学院生は皆楽しそうで、大学に行きたくなりました。科学で特に

驚いたことは、うそ発見機と磁石です。うそ発見機は私がうそをつく方でした。質問に全て「い

いえ」で答えました。その時パソコンに波が出てその大きさでうそを見抜くというのでした。そ

こまで分かるなんて科学はすごいと思いました。磁石は、電子で磁石を強くして、パチンコ玉を

全部くっつけるのをやりました。どれもすごくおもしろくて楽しかったです。

「サイクロトロンについて」
　サイクロトロンの見学は２日目に行いました。高速中性子実験室という少し離れた所まで歩い

て行きました。中は450万ボルトダイナミトロン加速器という大きな赤い機械がありました。他に

も材料分析や材料照射などの道具もあり、１番新しいのは2002年にできた、マイクロビームライ

ンという機械でミクロン領域での分析・加工が可能らしいです。ミクロンという単位は習ってな

いけど、きっとすごく小さい単位なんだと思います。その小さいものの分析や加工ができるって

いうことはすごいことだと思います。機械ができるまで長い年月がかかったと思うし、費用も予

想できないくらいかかっていると思います。

　これからの科学技術に期待したいと思います。

「科学技術体験ツアーに参加して」
　７月27、28日仙台科学技術体験ツアーに参加しました。私の学校からは女子が４人参加して、

友達が多くて安心したので、２日間楽しく過ごせました。しかし、１日目で案内係の大学生と初

めて接した時に緊張してしまい、コミュニケーションがうまくとれなかったので、きっと大学生

の皆さんに迷惑をかけてしまったと思います。それでも大学生のみなさんはいい人ばかりで嫌な

顔一つせず、優しくしてくれました。理系のことや科学技術のことはあまり興味を持ってなくて、

くわしく知らなかったのですが、説明が上手だったので少しだけど興味をもつことができました。

心に残っているのは、放射線裁判の劇です。わかりやすかったし、おもしろかったです。大学生

のイメージは真面目な感じがあったけどユニークな人もたくさんいるんだなと思いました。

千歳中学校　沼端　未久

「科学技術体験ツアーに参加して」
　今回の科学技術体験ツアーに参加して私は、今までに体験したことのないことばかりをたくさ

ん学べたので、とてもいい経験になりました。また、こういう機会があったら参加したいと思い

ます。特に、すごいと思ったのが、まっすぐに進んでいるのに、まっすぐ行かない機械があって、

どうしてこんな風にまっすぐに行かないのか、とても不思議に思いました。いろいろなロボット

などがあって楽しかったです。
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「科学技術体験ツアーに参加して」
　科学技術体験ツアーでは、あまり見ることができない大学の中を見せてもらえて、とても良かっ

たと思います。

　私は、ロボットが一番すごいと思いました。ロボットは、人間らしいことをたくさんしていたし、

物を運んだりもしていました。今は、ロボットを使ってたくさんのいろいろなことができるんだ

なあと思いました。

　科学のあとに、バーベキューをしました。バーベキューでは、大学生の人たちと、交流できた

のでよかったと思います。あまり体験できないことをたくさんすることができたので、いろいろ

なことが勉強になりました。

　これから、生かしていけるように頑張りたいと思います。

千歳中学校　松橋　花寿奈

「オープンキャンパスについて」
　オープンキャンパスでは、宇宙のことやロボットのことについて勉強しました。ロボットのこ

とについては、実際に体験してみたりすることができました。とてもわかりやすくて良いと思い

ました。

　私は大学にきてみるのは初めてだったので、大学ってこんなところなんだと勉強になりました。

大学では、自分の好きなことを研究することができるので、楽しそうだと思いました。むずかし

いこともたくさんあったので分からないところもあったけど、大学の人が教えてくれたので勉強

になったと思います。

　オープンキャンパスでは、いろいろなことが体験できるので、また来てみたいと思ってました。

Ⅳ．スタディツアー 20 1 1

1 スタディツアーの開催日と実施内容

図表 5　スタディツアー 2011 の概要

開催地

開催日

参加者

実施内容

青森県上北郡六ヶ所村

平成 23 年 11 月 15 日（火）～ 16 日（水）

東北大学大学院工学研究科技術社会システム専攻、量子学エネルギー工学専攻

教授1名　准教授 1 名　助教 1 名　大学生 5 名　大学院生 2 名

計 10 名

①むつ小川原国家石油備蓄基地視察

②むつ小川原ウィンドファーム視察

③日本風力開発グループ視察（二又風力開発株式会社）

④交流会「講演の部」

⑤交流会「意見交換の部」

⑥六ケ所原燃 PR センター視察

⑦日本原燃株式会社視察
⑧交流授業（六ヶ所村立第一中学校）
⑨環境科学研究所視察

参加者

教授等

東北大学　大学院工学研究科・工学部　技術社会システム専攻

東北大学工学研究科量子エネルギー工学専攻

実践技術経営融合講座　技術政策分野

高橋 信 准教授

長谷川  晃　教授

東北大学　大学院工学研究科・工学部　量子エネルギー工学専攻
原子核システム安全工学講座エネルギー物理工学教育分野 

藤原 啓 助教

大学院生

東北大学　大学院工学研究科　2 名
技術社会システム専攻　玉木 惟久、庄子 裕之

大学生

東北大学　工学部　5 名
量子エネルギー工学専攻　藤田 明希穂、山形 秋春、清水 陽太、小塩 茂基、庄司 真人

充
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図表 6　スタディツアー 2011 日程

Ⅳ．スタディツアー 2011

日付 時刻 場所及び内容

11 月15 日
 

（火）

9:15 → 11:50 仙台市　→　六ヶ所村　移動

11:50 → 12:50 昼食：ろっかぽっか（六趣工場見学）

13:00 → 13:30 むつ小川原国家石油備蓄基地視察

13:40 → 14:25 むつ小川原ウィンドファーム視察

14:40 → 15:10 日本風力開発グループ視察（二又風力開発株式会社）

16:00 → 17:30 交流会「講演の部」

17:30 → 19:30 交流会「意見交換の部」

11 月16 日

（水）

9:00 → 10:00 六ケ所原燃 PR センター視察

10:15 → 12:00 日本原燃株式会社視察

12:15 → 12:45 昼食：六ヶ所村国際教育研修センター

13:00 → 15:00 交流授業（第一中学校）

15:10 → 15:50 環境科学研究所視察

16:00 → 19:30 六ヶ所村　→　仙台市　移動

Ⅳ．スタディツアー 2011

3 スタディツアー 20 1 1 のルート

図表 7　スタディツアー 2011 のルート

1 むつ小川原国家石油備蓄基地
2 むつ小川原ウィンドファーム
3 日本風力開発グループ（二又風力開発株式会社）
4 六ケ所原燃 PR センター
5 日本原燃株式会社
6 六ヶ所村立第一中学校

2

1

4

5

3

むつ
小川原港

尾駮沼

市柳沼

六ヶ所村役場●

鷹架沼

6
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場　　所　青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字二又 525-2
開催時間　13:00 ～ 13:30

（１）1 日目　11 月15 日（火）

①むつ小川原国家石油備蓄基地視察

目　的

　石油備蓄に関する理解を深める

訪問先概要

実施内容

　●概要説明
　●施設見学

Ⅳ．スタディツアー 2011 Ⅳ．スタディツアー 2011

設　　立
事業内容

主な特徴

昭和 54 年 12 月
　わが国のエネルギー自給率はきわめて低く、石油はそのほとんどを海外から輸入
している。むつ小川原国家石油備蓄基地は、石油の安定供給を確保するための国内
第一号基地として昭和58年に操業を開始した。

　石油は、むつ小川原港の沖合3kmに設置された一点けい留ブイバースに着標した
タンカーから4kmの海底配管を通り、一旦中継ポンプ場のタンクに入り、ポンプに
より加圧され、全長8kmの陸上移送管を通り、貯蔵基地に移送される。備蓄基地
は、11.1万KLタンク51基（貯油量約491万KL）の他、各設備の運転操作・監視等を
行う総合計器室を備えた管理事務所がある。タンクは、冬期の積雪に備えて浮力の
大きい二重構造の浮屋根とし、屋根上には融雪用の蒸気配管を張り巡らせている。
万が一の火災時には計器室からの遠隔操作で消火活動を行えるよう固定泡消火設備
と、大規模火災に対応する大容量泡放水設備も設置されている。

六ヶ所村地域活性化支援調査事業39 40六ヶ所村地域活性化支援調査事業

むつ小川原国家石油備蓄基地での参加者集合写真

概要説明 展示室での視察風景

展示室での視察風景 展望室での視察風景
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万が一の火災時には計器室からの遠隔操作で消火活動を行えるよう固定泡消火設備
と、大規模火災に対応する大容量泡放水設備も設置されている。
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むつ小川原国家石油備蓄基地での参加者集合写真

概要説明 展示室での視察風景

展示室での視察風景 展望室での視察風景



場　　所　青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字尾駮 72-1
開催時間　13:40 ～ 14:25

②むつ小川原ウィンドファーム視察

目　的

　風力発電の役割と仕組みについての理解を深める

訪問先概要

設　　立
事業内容
主な特徴

実施内容

　●概要説明
　●施設見学

Ⅳ．スタディツアー 2011

平成 15 年 1 月
風力発電及び売電事業

Ⅳ．スタディツアー 2011

　六ヶ所村内に 1 , 5 0 0 k w型風力発電機 2 1基を設置。年間を通して風が強い
という六ヶ所村の地型を利用し、年間約 5 , 8 0 0 万 k w H を発電している。こ
の発電量は、標準家庭約 1 6 , 6 0 0 世帯が年間に消費する電気の量に相当し、
地球温暖化ガスCO 2や、発電用重油消費の削減に大きな役割を担っている。

風車見学 概要説明

概要説明 概要説明
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場　　所　青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字弥栄平1-87　トレーニングセンター
開催時間　14:40 ～ 15:10

③日本風力開発グループ（二又風力開発株式会社）

目　的

風力発電と蓄電池について理解を深める

Ⅳ．スタディツアー 2011 Ⅳ．スタディツアー 2011

訪問先概要

設　　立
事業内容

主な特徴

実施内容

　●概要説明
　●施設見学

平成20年5月

　大型風車34基からなる大容量蓄電池併設発電所。一般的な風力発電が風速によっ
て送電電力が変動するのに対し、二又風力開発株式会社ではNAS（ナトリウム硫黄）
蓄電池を設置することにより、常に一定の電力を送電することを可能にしている。
　設置されているNAS電地は、平成22年9月～平成24年7月まで「六ヶ所村スマート
グリッド実証実験」として、日本風力開発グループの他、国内メーカー 3社（トヨ
タ自動車、パナソニック電工、日立製作所）と合同での実証実験に活用されている。
　また、2010年10月には国内初となる風力発電用のメンテナンス要員を育成する
「風力発電トレーニングセンター」を設置しており、技術者の育成や技術向上に役立
てている。

1 . 風力発電所の適地の検索に始まり、風況調査を行います。入手した風況デ
ータの解析、環境影響や注的規則等を調査し、風力発電の事業化の可能性
を見極め、さらには地権者等の地元の関係者と協議を重ね、風力発電所建
設用地の利用可能性を確認する。

2 . 風力発電所建設に関わる全体のグランドデザイン、建設スケジュールと予
算管理等を行い、風力発電所で使用する風力発電機の輸入販売を行いま
す。

3 . 風力発電事業を行う事業会社へ出資するとともに、風力発電所の効率的な
運営をサポートし、風力発電設備のオペレーションとメンテナンスを行い
ます。

トレーニングセンター 概要説明

概要説明 概要説明

風力発電の説明 蓄電池の説明

六ヶ所村地域活性化支援調査事業43 44六ヶ所村地域活性化支援調査事業
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設用地の利用可能性を確認する。

2 . 風力発電所建設に関わる全体のグランドデザイン、建設スケジュールと予
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場　　所　青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附１-８　六ヶ所村文化交流プラザ「スワニー」
開催時間　16:00 ～ 17:30

④交流会「講演の部」

講演演題①

　「東北大学における原子力人材育成の現状」
　講演者　東北大学大学院工学研究科量子エネルギー工学専攻　長谷川 晃 教授

Ⅳ．スタディツアー 2011

講演内容①

1.東北大学における原子力人材育成の体制 10.原子力人材育成プログラム採択実績
2.東北大学の工学部と工学研究科の構成 11.他の原子力教育・研究機関との連携
3.工学研究科の教育の仕組み 12.機関横断的原子力人材育成事業
4.現在進めている原子力教育のプログラムの概要 13.原子力コア人材育成プログラム
5.専攻の原子力教育で目指すもの 14.六ヶ所村における原子力教育と研究
6.量子エネルギー工学専攻 15.原子力共生活動を通じた教育活動
　／量子サイエンスコースの研究・教育体制 16.出前授業「放射線裁判」「交流会」展開
7.教育カリキュラム 17.原子力教育の特色と展開
8.量子エネルギー工学専攻 18.六ヶ所村分室の概要
　／量子サイエンスコースにおける原子力教育の特徴
9.就職状況

講演演題②

　「六ヶ所村を中心とした事業展開について」
　講演者　青森日揮プランテック株式会社　総務部　佐藤 進哉 氏

講演内容②

1.日揮㈱・日揮グループ事業紹介
2.青森日揮プランテック㈱事業紹介
3.事業分野
4.ビジネスフィールド
5.設立背景
6.遠隔
7.所在地
8.基本理念
9.業務風景
10.原子燃料サイクルとJPA

11.六ヶ所村でのその他の業務
12.地域貢献
　・全従業員数229名のうち90％が青森県内出身者。
　・IBF-FE：核融合/原子力ビジネスフォーラムへの参加。
　・チャレンジ原子力体感プログラムへの参加。
　・青森県原子力教育シンポジウムへの参加。
　・原子力メンテナンスフェアへの参加。
　・環境保全と地域文化発展の推進事業。
13.JPA活動範囲

出 席 者

東北大学大学院　教授1名　准教授3名　助教1名　大学院生2名　大学生5名
六ヶ所村長、六ヶ所村副村長
泊小学校、尾駮小学校、平沼小学校、千歳平小学校
泊中学校（２名）、第一中学校、第二中学校（２名）、六ヶ所高校（２名）
むつ小川原国家石油備蓄㈱六ヶ所事業所（２名）、日本風力開発㈱東北本社
六ヶ所村風力開発㈱、六ケ所原燃PRセンター
㈶環境科学技術研究所（３名）、（独）日本原子力研究開発機構青森研究開発センター（２名）
青森日揮プランテック㈱（２名）、清水建設㈱、新むつ小川原㈱、
日本原燃㈱（２名）、三八五流通㈱（２名）

Ⅳ．スタディツアー 2011

長谷川 晃 教授　講演内容

六ヶ所村地域活性化支援調査事業45 46六ヶ所村地域活性化支援調査事業
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長谷川晃教授講演 青森日揮プランテック株式会社　佐藤 進哉 氏講演

青森日揮プランテック株式会社　佐藤 進哉 氏講演 講演会参加者聴衆
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六ヶ所村地域活性化支援調査事業57 58六ヶ所村地域活性化支援調査事業

場　　所　青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附1-8　六ヶ所村文化交流プラザ「スワニー」
開催時間　17:30 ～ 19:30

⑤交流会「意見交換の部」

目　　的

　地域住民との交流機会を設け、今後の六ヶ所村の地域活性化について考える

実施内容

1.　開　　会
2.　乾　　杯　六ヶ所村副村長　戸田 衛
3.　懇　　談
4.　概要説明　六ヶ所村　企画・防災部門　企画調整課
5.　中　　締　東北大学大学院工学研究科量子エネルギー工学専攻　長谷川 晃教授
6.　閉　　会

（1）目的…村内の産業施設を活用した地域活性化と人材育成。
（2）背景
　　①平成14年度…国土交通省による調査研究事業。スタディツアー初回実施。
　　②平成15年度…東北大学大学院工学研究科 技術社会システム専攻との事業継続。
　　③平成17年度…仙台科学技術体験ツアー初回実施。
（3）地域活性化支援調査事業とは
　　①仙台科学技術体験ツアー
　　　・六ヶ所村内の中学生が東北大学オープンキャンパス他を見学。
　　　・参加延べ人数202名（平成17 ～ 23年度）。
　　②スタディツアー
　　　・東北大学の大学生、大学院生が六ヶ所村を中心とした地域・企業を視察。
　　　・参加延べ人数103名（平成15 ～ 23年度）。
（4）今後の展望
　　①スタディツアー交流授業
　　②村内企業との交流
　　③地域活性化支援調査事業の活用

地域活性化支援調査事業説明　六ヶ所村　企画・防災部門　企画調整課
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場　　所　青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附1-8　六ヶ所村文化交流プラザ「スワニー」
開催時間　17:30 ～ 19:30

⑤交流会「意見交換の部」

目　　的

　地域住民との交流機会を設け、今後の六ヶ所村の地域活性化について考える

実施内容

1.　開　　会
2.　乾　　杯　六ヶ所村副村長　戸田 衛
3.　懇　　談
4.　概要説明　六ヶ所村　企画・防災部門　企画調整課
5.　中　　締　東北大学大学院工学研究科量子エネルギー工学専攻　長谷川 晃教授
6.　閉　　会

（1）目的…村内の産業施設を活用した地域活性化と人材育成。
（2）背景
　　①平成14年度…国土交通省による調査研究事業。スタディツアー初回実施。
　　②平成15年度…東北大学大学院工学研究科 技術社会システム専攻との事業継続。
　　③平成17年度…仙台科学技術体験ツアー初回実施。
（3）地域活性化支援調査事業とは
　　①仙台科学技術体験ツアー
　　　・六ヶ所村内の中学生が東北大学オープンキャンパス他を見学。
　　　・参加延べ人数202名（平成17 ～ 23年度）。
　　②スタディツアー
　　　・東北大学の大学生、大学院生が六ヶ所村を中心とした地域・企業を視察。
　　　・参加延べ人数103名（平成15 ～ 23年度）。
（4）今後の展望
　　①スタディツアー交流授業
　　②村内企業との交流
　　③地域活性化支援調査事業の活用

地域活性化支援調査事業説明　六ヶ所村　企画・防災部門　企画調整課
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「意見交換の部」副村長乾杯 東北大学と地元企業の方との意見交換の様子

東北大学と地元企業の方との意見交換の様子 地域活性化支援調査事業説明（六ヶ所村企画調整課）

長谷川晃教授中締め 意見交換会の部閉会

場　　所　青森県上北郡六ヶ所村尾駮字上尾駮 2-42
開催時間　9:00 ～ 10:00

⑥六ケ所原燃 PR センター視察

目　的

原子力に関する予備知識と情報を得て、サイクル施設見学の際に役立てる。

訪問先概要

実施内容

　●概要説明
　●施設見学

（２）2 日目　11 月 16 日（水）

開 館 日
開館時間
事業内容

主な特徴

平成 3 年
9 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0
原子燃料サイクル情報の発信基地であり、原燃各施設に関する情報の表示、
展示紹介、広報活動。
　原子力、原子力エネルギー、原子燃料サイクル施設について紹介している。
施設の3階は3 6 0度パノラマの展望室になっており、原子燃料サイクル施設
や六ヶ所村内の各施設が見渡せる。ウラン濃縮工場、低レベル放射性廃棄物
埋設センター、再処理工場などの「原子燃料サイクル施設」を大きな模型や
映像、パネルでわかりやすく紹介している施設。また、原子燃料サイクルに
とても関係の深い、原子力・放射線についてのコーナーもある。

六ヶ所村地域活性化支援調査事業59 60六ヶ所村地域活性化支援調査事業
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9 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0
原子燃料サイクル情報の発信基地であり、原燃各施設に関する情報の表示、
展示紹介、広報活動。
　原子力、原子力エネルギー、原子燃料サイクル施設について紹介している。
施設の3階は3 6 0度パノラマの展望室になっており、原子燃料サイクル施設
や六ヶ所村内の各施設が見渡せる。ウラン濃縮工場、低レベル放射性廃棄物
埋設センター、再処理工場などの「原子燃料サイクル施設」を大きな模型や
映像、パネルでわかりやすく紹介している施設。また、原子燃料サイクルに
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場　　所　青森県上北郡六ヶ所村尾駮沖付 4-108、野附 504-22
開催時間　10:15 ～ 12:00

⑦日本原燃株式会社視察

目　的

原子燃料サイクル施設を見学し、エネルギー政策、科学技術研究について考察する

訪問先概要

実施内容

●低レベル放射性廃棄物埋蔵センター見学

●再処理工場中央制御室見学
●高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター見学

設　　立

事業内容

主な特徴

昭和 55 年 3 月　日本原燃サービス株式会社発足
平成 4 年 7 月　日本原燃サービス株式会社と日本原燃産業株式会社が合併し、日本原燃株

式会社となる
１．ウランの濃縮
２．原子力発電所等から生ずる使用済燃料の再処理
３．前記２に関する海外再処理に伴う回収燃料物質および廃棄物の一時保管
４．低レベル放射性廃棄物の埋設
５．混合酸化物燃料の製造
６．ウラン、低レベル放射性廃棄物および使用済燃料等の輸送
７．前各号に付帯関連する事業
　ウラン燃料を繰り返し利用し、純国産エネルギーとする「原子燃料サイクル」の
完結を目指し、「ウラン濃縮工場」「高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター」「低レ
ベル放射性廃棄物埋設センター」の3施設を操業している。また、原子燃料サイク
ルの要となる「再処理工場」の操業開始と「MOX燃料加工事業」に取り組んでい
る。いずれの施設も厳重なセキュリティのもと管理運営されており、同じく六ヶ所
村にある国家石油備蓄基地とともに我が国の重要なエネルギー拠点となっている。

六ケ所原燃 PR センターでの参加者集合写真

副館長より概要説明 展示室での視察風景

展示室での視察風景 展示室での視察風景

六ヶ所村地域活性化支援調査事業61 62六ヶ所村地域活性化支援調査事業
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場　　所　青森県上北郡六ヶ所村尾駮沖付 4-108、野附 504-22
開催時間　10:15 ～ 12:00

⑦日本原燃株式会社視察

目　的

原子燃料サイクル施設を見学し、エネルギー政策、科学技術研究について考察する

訪問先概要

実施内容

●低レベル放射性廃棄物埋蔵センター見学

●再処理工場中央制御室見学
●高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター見学

設　　立

事業内容

主な特徴

昭和 55 年 3 月　日本原燃サービス株式会社発足
平成 4 年 7 月　日本原燃サービス株式会社と日本原燃産業株式会社が合併し、日本原燃株

式会社となる
１．ウランの濃縮
２．原子力発電所等から生ずる使用済燃料の再処理
３．前記２に関する海外再処理に伴う回収燃料物質および廃棄物の一時保管
４．低レベル放射性廃棄物の埋設
５．混合酸化物燃料の製造
６．ウラン、低レベル放射性廃棄物および使用済燃料等の輸送
７．前各号に付帯関連する事業
　ウラン燃料を繰り返し利用し、純国産エネルギーとする「原子燃料サイクル」の
完結を目指し、「ウラン濃縮工場」「高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター」「低レ
ベル放射性廃棄物埋設センター」の3施設を操業している。また、原子燃料サイク
ルの要となる「再処理工場」の操業開始と「MOX燃料加工事業」に取り組んでい
る。いずれの施設も厳重なセキュリティのもと管理運営されており、同じく六ヶ所
村にある国家石油備蓄基地とともに我が国の重要なエネルギー拠点となっている。

六ケ所原燃 PR センターでの参加者集合写真

副館長より概要説明 展示室での視察風景

展示室での視察風景 展示室での視察風景

六ヶ所村地域活性化支援調査事業61 62六ヶ所村地域活性化支援調査事業
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日本原燃株式会社　全景

展示室での視察風景 展示室での視察風景

展示室での視察風景 展示室での視察風景

場　　所　青森県上北郡六ヶ所村大字字尾駮朝野附1054
開催時間　13:00 ～ 15:00

⑧交流授業（六ヶ所村立第一中学校）

目　的

実験（直接抵抗加熱、電気パン）を交えた授業を通して、科学に対する興味を生徒に与える。

対　象

六ヶ所村立第一中学校　教員及び生徒（３学年）

実験内容

実験の流れ

実験結果、まとめ

　ホットケーキミックスに直接交流を流すと内部抵抗により熱が発生し、そのまま電気を流し続
けると、水分が蒸発して電気抵抗が大きくなり、その後電流が流れなくなる。この状態になれば
焼きあがりとなる。この様子を電流計を用いて観察することで、電流計の使い方や電気について
復習した。

　私たちが日頃から口にしているパン（ホットケーキ）を身の回りにある牛乳パックを用いて電
気で焼く実験を行った。実験は生徒を７グループに分け、グループごとに大学院生・大学生を配
置し、また電気を使用するため、事前に藤原助教から取り扱い等の注意事項を伝達した。

  1．牛乳パックをハサミで加工し、ホットケーキミックスを入れる為の容器を作る。
  2．パン生地の材料のホットケーキミックスと牛乳を混ぜる。
  3．容器の両端にステンレス板をセットする。（電気の回路を作る）
  4．回路に交流電流計を接続する。
  5．容器にパン生地を入れる。
  6．プラグをコンセントに差し込み通電する。交流電流計を見て電流の値を２分毎に確認し、
　　ペーパーに記録する。パン生地からパンに変わる（液体から個体に変わる）様子を測定する。
  7．電流が流れなくなったら（ホットケーキが焼けたら）プラグをコンセントから抜く。
  8．焼けたパンを取り出し、試食する。
  9．使用備品、後片づけ。
10．宿題としてペーパーに記録した時間経過（横軸）と電流（縦軸）を基にグラフを作成し、
　　担任の先生に提出する。（液体から個体に変わる時間の経過理解する）
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実験内容

実験の流れ
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　ホットケーキミックスに直接交流を流すと内部抵抗により熱が発生し、そのまま電気を流し続
けると、水分が蒸発して電気抵抗が大きくなり、その後電流が流れなくなる。この状態になれば
焼きあがりとなる。この様子を電流計を用いて観察することで、電流計の使い方や電気について
復習した。

　私たちが日頃から口にしているパン（ホットケーキ）を身の回りにある牛乳パックを用いて電
気で焼く実験を行った。実験は生徒を７グループに分け、グループごとに大学院生・大学生を配
置し、また電気を使用するため、事前に藤原助教から取り扱い等の注意事項を伝達した。

  1．牛乳パックをハサミで加工し、ホットケーキミックスを入れる為の容器を作る。
  2．パン生地の材料のホットケーキミックスと牛乳を混ぜる。
  3．容器の両端にステンレス板をセットする。（電気の回路を作る）
  4．回路に交流電流計を接続する。
  5．容器にパン生地を入れる。
  6．プラグをコンセントに差し込み通電する。交流電流計を見て電流の値を２分毎に確認し、
　　ペーパーに記録する。パン生地からパンに変わる（液体から個体に変わる）様子を測定する。
  7．電流が流れなくなったら（ホットケーキが焼けたら）プラグをコンセントから抜く。
  8．焼けたパンを取り出し、試食する。
  9．使用備品、後片づけ。
10．宿題としてペーパーに記録した時間経過（横軸）と電流（縦軸）を基にグラフを作成し、
　　担任の先生に提出する。（液体から個体に変わる時間の経過理解する）
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六ヶ所村立第一中学校での集合写真

大学院生・大学生紹介 藤原充啓助教による実験の説明

大学院生から説明を受ける生徒たち実験を実演する中学生（全体）

パン生地を作る様子

パン生地を作る様子 パン生地を作る様子

電気の回路を作り、交流電流計を接続する様子 パン生地を容器に入れる様子

容器を作る様子

六ヶ所村地域活性化支援調査事業65 66六ヶ所村地域活性化支援調査事業
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電流値測定の様子 電流値測定の様子

電流値測定の様子 焼けたパンの試食

交流授業のお礼を述べる中学生代表（橋本 大佑君）交流授業のお礼を述べる中学生代表（橋本 大佑君）

場　　所　青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字家ノ前1-7
開催時間　15:10 ～ 15:50

⑨㈶環境科学技術研究所視察

訪問目的

原子力と環境の関わりについて理解を深める。

実施内容

●概要説明
●施設見学

訪問先概要

設　　立　平成２年12月
事業内容　1．青森県内の空間放射線（能）の分布を明らかにするとともに、核燃料再処理施設
　　　　　　　工場の立地安全審査に採用されたパラメーターの妥当性を実証する。
　　　　　2．放射性物質の環境循環機構を明らかにする。
　　　　　3．低線量率放射線照射の生物に与える影響に関する実証的研究を行う。
　　　　　4．放射線（能）やその生物影響等に関する知識の普及・啓発を行う。
主な特徴　　敷地内の主な施設として、低線量生物影響実験施設、閉鎖型生態系実験施設、全天
　　　　　候型人工気象実験施設から成り立っている。また、本館施設とは別敷地に先端分子生
　　　　　物科学研究センターがある。六ヶ所村をはじめとする青森県内の空間放射線分布の調
　　　　　査、放射性物質の環境循環機構の明確化、低線量率放射線照射の生物に与える影響に
　　　　　関する実証的研究。調査・研究で得られた成果等の情報の発信を行っている。
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㈶環境科学技術研究所での参加者集合写真

㈶環境科学技術研究所概要 ㈶環境科学技術研究所視察風景

㈶環境科学技術研究所視察風景 ㈶環境科学技術研究所視察風景　

5 スタディツアー報告会

（１）報告会の概要

スタディツアー報告会の概要

大学4年生、大学院生がスタディツアーで「学んだこと」「感じたこと」をまとめ、成果を発表することで、

地域活性化について一層理解を深めるとともに、学生からの提言を今後の行政施策の参考とする。

日 時 平成24年1月18日（水）　15：00～17：00

場 所 東北大学　青葉山キャンパス　工学研究科綜合研究棟8階　817号室

参 加 者

①東北大学大学院工学研究科技術社会システム専攻、量子エネルギー工学専攻、

石井慶造教授、長谷川晃教授、高橋信准教授、藤原充啓助教、大学院生7名

②六ヶ所村

六ヶ所村職員 3名

次 第

①

挨拶

東北大学　石井 慶造 教授

②

開会の挨拶

東北大学　高橋 信 准教授

③スタディツアー成果報告

Aグループ 東北大学工学部機械・知能航空工学科量子サイエンスコース

石井研究室　山形 秋晴、藤田 明希穂

Bグループ 東北大学工学部機械・知能航空工学科量子サイエンスコース

石井研究室　清水 陽太、小塩 茂基、庄司 真人

Cグループ 東北大学院工学研究科技術社会システム専攻

高橋研究室　玉木 惟久、庄子 裕之

④報告会総評

東北大学大学院工学研究科技術社会システム専攻 高橋 信准教授

石井 慶造教授、長谷川晃教授

東

六ヶ所村副村長　　戸田 衛

北大学大学院工学研究科量子エネルギー工学専攻

東北大学大学院工学研究科量子エネルギー工学専攻

藤原 充啓助教

実 施 内 容

スタディツアー（11/15・16実施）に参加した大学院生は、六ヶ所村に訪問した際の印
象、村内企業を見学した際の感想、六ヶ所村第一中学校における交流授業の感想を基に
六ヶ所村に対する提言を発表した。発表に対し、六ヶ所村職員による質疑・回答など活
発な意見交換が展開された。

六ヶ所村地域活性化支援調査事業69 70六ヶ所村地域活性化支援調査事業
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①Ａグループ

発表者　

東北大学工学部　機械・知能航空工学科量子サイエンスコース
石井研究室　山形 秋晴、藤田 明希穂

発表内容

（1）六ヶ所村訪問前後でのイメージの違い
　　・訪問前…原子力関連施設の印象が強かった。
　　・訪問後…原子力だけではない、風力等のエネルギー施設等も整備されている。
　　　　　　　豊かな自然に恵まれており、人々のあたたかさに触れた。

（2）六ヶ所村のイメージ作り
　　・現在の村ホームページは再処理施設等の掲載が主で、ネガティブな印象を感じる。
　　・村ホームページを活用して産業や農産物をアピール。
　　・「六趣」が全国的にも高い評価を受けているので、もっとPRしていく。
　　・村勢要覧、観光パンフレットの内容が充実しているので、その素材をもっと
　　　ホームページにも掲載していく。

（3）交流授業の感想
　　・六ヶ所村の生徒たちは明るい子ばかりで、楽しみながら授業をすることができた。
　　・交流授業を通して、生徒たちが将来六ヶ所村のエネルギー産業を支える人材となって
　　　くれることを望みます。

（2）報告内容詳細 【Ａグループ参考資料】

六ヶ所村地域活性化支援調査事業71 72六ヶ所村地域活性化支援調査事業
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②Ｂグループ

発表者

東北大学工学部　機械・知能航空工学科量子サイエンスコース
石井研究室　清水 陽太、小塩 成基、庄司 真人

発表内容

（1）序章
　　・六ヶ所村次世代エネルギーパークの概要

（2）むつ小川原石油備蓄基地
　　・51基もの原油タンクが広大な敷地に設置されている景観。
　　・夜のライトアップで夜景と組み合わせた風景を提案したい。

（3）むつ小川原ウインドファーム、六ヶ所村風力開発、二又風力開発
　　・六ヶ所村が原子力だけではなく、自然エネルギー産業が発達している地域であると
　　　認識した。
　　・既存の展望台だけでは集客効果が乏しいので、見学施設を充実させて欲しい。

（4）六ケ所原燃PRセンター
　　・原子燃料サイクルを理解するためにアミューズメント性に富んだ内容。
　　・家族、有人等の幅広い世代の集客が期待されるので、レストラン機能を拡充させて
　　　欲しい。

（5）財団法人 環境科学技術研究所
　　・環境や遺伝技術に関する様々な実験施設。特に全天候型の実験施設が特徴的で印象に
　　　残った。
　　・全天候型施設を活用して子どもでも楽しめるコーナーを作り、人々に親しみやすい
　　　施設をアピールしていけばいいと感じた。

（6）出前授業
　　・普段の、授業を「受ける」立場から「する」立場へ変わったことでの難しさを感じた。
　　・極度に電気を恐れたり、食べ物に対して高揚する中学生の姿に純粋さを感じた。

（7）感想
　　・訪問前は原子力という印象が強かった六ヶ所村だが、実際には研究機関など先進技術が
　　　発達している地域であるという印象を受けた。
　　・豊かな自然に恵まれおり、先進エネルギー産業と自然が調和した村だと感じた。

【Ｂグループ参考資料】

六ヶ所村地域活性化支援調査事業75 76六ヶ所村地域活性化支援調査事業
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　　　施設をアピールしていけばいいと感じた。

（6）出前授業
　　・普段の、授業を「受ける」立場から「する」立場へ変わったことでの難しさを感じた。
　　・極度に電気を恐れたり、食べ物に対して高揚する中学生の姿に純粋さを感じた。

（7）感想
　　・訪問前は原子力という印象が強かった六ヶ所村だが、実際には研究機関など先進技術が
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六ヶ所村地域活性化支援調査事業79 80六ヶ所村地域活性化支援調査事業

③Ｃグループ

発表者

東北大学大学院　工学研究科技術社会システム専攻
高橋研究室　玉木 惟久、庄子 裕之

発表内容

（1）スタディツアーの感想
　　・六ヶ所村…自然、食べ物のおいしさ、人々が親切。
　　・見学施設…原子力以外にも様々な施設があり、次世代エネルギー研究の中心である。

（2）最も印象に残った施設　
　　○日本原燃株式会社
　　・原子燃料サイクルの高度な技術とセキュリティの高さを実感した。
　　・放射能を扱う施設としてのマイナスイメージ ⇒改善の必要性。
　　・マイナスイメージを払拭するためには何が必要か。
　　①PR強化…原燃PRセンターからのインターネットでの情報発信。積極的な集客。
　　②人材育成…村内企業を支える労働者の長期的な育成。
　　　　　　　　平成22年度六ヶ所高校卒業後に就職した49名のうち、23名が村内企業へ就職。
　　○村独自の人材育成をすすめるために
　　・六ヶ所村から全国、世界へと情報発信できる人材育成の必要性。
　　・六ヶ所村産業を教育資源として活用できないか。
　　　（豊かな自然環境、外国人就労者との国際交流、原燃などの高度な技術）

（3）まとめ
　　・日本原燃のPR強化と、六ヶ所村の人材育成を強化することが六ヶ所村全体のイメージ
　　　アップにつながり、長期的な村の発展につながる。

【Ｃグループ参考資料】
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Ⅴ．まとめ

1 事業の効果

　行　政
　スタディツアー報告会により、学生の六ヶ所村に対するイメージが「再処理工場をはじめとする
原子力関連施設」から「風力発電などエネルギー施設が充実している」や「豊かな自然に恵まれて
いて、インフラ整備も進んでいる」などと、原子力のみのイメージから豊かな自然があり居住環境
も整備されていて、風力発電をはじめとする自然エネルギーにも積極的に取組んでいるというイメ
ージへと変わったことがわかった。このことから、村を訪れたことのない方々にも六ヶ所村を理解
してもらい、さらなる交流人口の拡大や定住促進のためにホームページなどによる情報発信をより
充実させていくことの重要性を再認識する機会となった。
　また、次世代エネルギーパークをより魅力的にするための提言もあり、今後のパーク運営の参
考としていきたい。

　東北大学大学院工学研究科
　化石エネルギーから新エネルギーまでのエネルギー産業や研究施設を自分の眼で見て学ぶこと
で、自身の研究内容の再確認や新たな課題発見など、更なる意欲を湧き立てるきっかけとなって
いる。
　また、村内中学生との交流をはじめ、地域振興という普段の研究とは異なる分野について調査
を行うことで学生の視野が広がり、それを自身の研究へ役立たせることができるなど、本事業は
人材育成のための総合学習の場となっている。

　村内の中学生
　仙台科学技術体験ツアーについて、これまで企画調整課が中心となって行ってきたが、より効
果的に事業を実施するために昨年度事務見直しを行い、今年度から教育委員会教育政策室が中心
となって本ツアーを実施した。これにより、よりキャリア教育的要素を盛り込んだツアーとなっ
た。参加した中学生の中には、「科学技術にはあまり興味を持っていなかったが、少し興味を持つ
ことができた。」や「大学に入ってみたいという気持ちが強くなった。」などの感想を持っている
生徒もおり、科学技術への興味付けや進路意識の高揚という目的に一定の効果をもたらしている
といえる。

　訪問先企業
　これからの社会を支えていく大学生・大学院生に対する企業PRの場となっているとともに、優
秀な人材確保にも繋がっている。
　また、本事業による交流がきっかけとなり、大学機関と連携した技術革新などの可能性も秘め
ている。

Ⅴ．まとめⅤ．まとめ

2 今後に向けて【担当所感】

（１）仙台科学技術体験ツアー

　本ツアーは、中学生に対しての科学技術への興味付けや進路意識の高揚へ一定の効果をもたら
しているが、スタディツアー同様、事前調査及び事後報告の要素を取り入れることで、さらに本
事業の効果を大きくすることができる可能性がある。
　また、今後よりよいツアーを計画する際の資料とするため、感想のみではなく生徒へのアンケ
ート調査を実施することも検討するべきである。

（２）スタディツアー

①交流授業
　例年実施している交流授業は村内の中学校において定着してきており、今後はこれまでの交流
授業をモデルケースとして、中学校のみならず、小学校や高校との交流を進めることで、本事業
の効果をより高めることができる。
　また、交流授業をより充実させるため、学生等へのアンケート調査を実施することも検討する
べきである。

②交流会
　これまでの交流会は講演会を基本として実施してきたが、様々な分野の専門家が一堂に会する
この機会をより有効活用するため、パネルディスカッションやグループ討論などの実施を検討し
たい。これにより、これまで聞くばかりであった学生や参加企業も意見を述べる機会を持つこと
ができ、より活発な意見交換が期待できる。
　また、本事業の目的の一つとして「今後の地域活性化を支援する人的交流の促進」を掲げてお
り、この目標を達成するためには、一回の交流よりも継続的な交流が望ましい。そのためには、
学生に近い年代で村内企業に就職している方々と学生とが交流を持つことで繋がりができ、ツア
ー終了後も交流が継続する可能性がある。よって、交流会参加者を検討する際にはこのことも念
頭に置きたい。
　さらに、交流会をより充実させるため、参加者へのアンケート調査を実施することも検討する
べきである。

③報告会
　これまで本報告会は東北大学でのみ開催してきたが、ツアーに参加した学生の報告内容には素
晴らしい提言が多々あり、ツアーの成果といえるそれらの提言をより多くの方々へ伝えることは、
本事業の効果をより高めることに繋がる。よって、報告会への参加対象の拡大や六ヶ所村におい
ての報告会開催を検討する余地がある。また、六ヶ所村コミュニケーションテレビ＊やホームペー
ジを活用して広報するという手法も考えられる。
＊六ヶ所村が独自に運営しているケーブルテレビ
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